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よび職務構造が内発的動機づけに及ぼす影響を検討した。分析対象は公務員 (N = 18263) であったが，結果として
公務員と民間企業の従業員の間にあると一般に考えられる違いよりも，報酬構造に代表される職務内容の違いが仕事
に対する内発的動機づけの指標である「仕事の楽しさ」を大きく規定していた。公務員においては，成果に基づく報










単位とした各組織ごとの重回帰分析を行い， r仕事への動機づけ」に対する「仕事の楽しさ J ， r給与の満足度」の標
準偏回帰係数 (β) を算出し，さらにその両者の相関関係を検討した。結果は予想以上の明確な傾向を示し，内発的
な「仕事の楽しさ」と外発的な「給与の満足度J それぞれの，仕事への動機づけに対する影響力は比較的強い負の相


























た。今後は測定尺度をさらに洗練し，研究をすすめていくことによって，勤労者の働きがいやQWL (Quality of 
W orking Life :労働生活の質)を高める制度・施策改善のための有益で精密な研究が可能となると思われる。
論文審査の結果の要旨
本論文は実験社会心理学の分野でこれまでなされてきた内発的動機づけに関する理論をわが国産業組織現場におい
て実証的に検討したものである o とくに有能性と自律性の 2 要因が仕事の楽しさをし、かに規定するかについて，各種
現場の相違を含めて，共分散構造分析モデルを用いて詳細に分析した。博士(人間科学)の学位授与に十分値するも
のと判定された。
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